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標本舘の展示計画

企画室

ResearchP1anningO舐｡e

地質調査所は昨秋昭和54年11月に筑波研究学園

都市への移転を終了し新装なった庁舎で業務を実施し

ている.昭和46年の移転決定後当所が計画した研究

施設等はすべて完成を見機器類の設置も終了して

おりその機能を最大限に発揮して当所の研究業務を飛

躍的に発展さすべく種々整備･調整を行っているとこ

ろである.

地質調査所の研究本館及び実験棟(標本館を除く)の施

設計画の概要については既に本地質ニュｰス(279号293

号298号)で紹介したとおりである.

標本館についてはとくに展示計画の検討に長時間

を要し建設省筑波研究学園都市営繕建設本部による実

施設計の策定が昭和54年3月に終了したため施設の完

成は昭和55年3月末となった.

標本館設立の経緯

地質調査所は明治15年(1882年)に設置されわが

国の地質･地下資源等に関する調査研究を実施してきて

いる｡これら調査研究を通じて収集した岩石･鉱石･

鉱物･化石等の標本を中心として明治44年に鉱物陳列館

カミ設立されている.この陳列館は木造2階建で延床面

積約150m2第1陳列室～第3陳列室で構成され年間

2万人程度の見学者が利用したと記録されている(第1

図).その後大正12年(1923年)の関東大震災時に焼

失し昭和8年の当所創立50周年を記念して再び開館さ

れたが昭和20年戦災で焼失した.

第2次世界大戦後は川崎市溝ノロの研究本館内に約

390m2の面積を確保して標本陳列室を開設し広く一般

の公開利用を図り研究成果の普及等にも努力してき

た.
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昭和46年末に決定した筑波研究学園都市への移転を契

機として地質調査所は長年の念願であった標本館の

建設を実現すべく具体的計画の策定に着手することにな

った.このため所内に各分野の専門家から構成され

る“標本館展示レイアウト小委員会"を設置して標本館

の機能果すべき役割展示の基本構想等について検討

を行うとともに株式会社丹青杜に委託して展示に関す

るパイロットプランの作成を行うことになった(昭和50

～52年).

これら検討と併行して展示標本の収集'整備標本に

関する分類学的研究電算機を利用した標本管理手法の

研究を実施してきた.地質調査所内における標本館建

設の準備体制及び準備作業の進展に呼応して昭和52年

度には建設省の手による建物の基本設計回53年度に

は展示工事の基本及び実施設計と建物の実施設計が行わ

れさらに53年度末には建築工事に着手した.建設の

工期は展示工事の完成を含めて昭和55年3月下旬となっ

た.

標本館設置の目的･機能･意義

標本館の目的(使命)は次のとおりである

1)標本･試料等に関する分類学的地質標準の研

究を行う

2)国内外の地質標本･試料の収集･分類･保管を

行い研究面での共同利用に資する

3)標本･モデル等の展示･陳列によって地質調査

所の研究活動の紹介と地球科学の成果の普及を

行う

したカミって標本館の有する機能としては上記3項

目に対応して研究･管理機能収蔵･保管機能及び展

示.陳列機能カミ挙げられ施設計画はこれらに十分対応

できるものであることカミ必要である.

地質調査所の位置している筑波研究学園都市及びその

周辺(茨城県下)においては歴史博物館6美術館6

科学博物館2(大洗海洋博物館同本原子力文化センタｰ)

動物園1水族館1計16館の文化施設が知られてい

る.当標本館は“郷土の地質"等を展示の大き恋テ

ｰマとして取り入れた地球科学についての総合的な標本

館として地元の文化･教育･レクリエｰションの分野

にも貢献すべく期待されるものである.

施設計画の概要

標本館は研究本館の南西側に内環状道路に面した

位置にあり研究･管理棟と展示棟の2棟から構成され

ている(第2図写真1).研究･管理棟は地下1階･

地上3階で延床面積約1,O00m22階の渡廊下で研究本

館と連絡しており1階に管理事務室･実験室2階に

薄片等作業室3階に研究室が配置されている(第2～

4図).展示棟は地下1階･地上2階で延床面積1,491

m2地階に電機室･機械室･標本収蔵室･作業室カミ地

上階に展示･陳列室が配置されている(第2～4図)

展示棟は一般公開を原則としそのため研究･管

理棟の研究部門への影響をできるだけ緩和するよう動線

に工夫がこらされている.

写真1

標本館全景

右側地質調査所研究本館

左側微生物工業技術研究

所研究本館�
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研究用動線としては研究本館と結ぶ2階の渡り廊下

及び研究･管理棟内のエレベｰタｰがあるこのエレベ

ｰタｰは1階及び地階で展示棟との共通空間を所有して

いる.展示棟内の見学用動線は主として階段を利

用することとし1階→2階→1階の歩行動線が設定さ

れているほか身障者用のエレベｰタｰも設置されてい

る.

展示計画の概要

標本館におい下は地質調査所の研究活動とその成果

の紹介を通じて研究開発の社会への還元地球科学の社

会への普及を目標として鉱物･岩石･化石･鉱石等の試

料･標本を主体とした展示･陳列を行うとともに各種

のモデル･ジオラマ･大型特殊シミュレｰタ等を利用し

て地質現象を再現させ“目で見る"方式でその法則

性･特異性等を認識させることを考えている.

このため展示のテｰマ展示の内容展示物の質

展示の形態色彩照明文章音声映像展示室の

第1表展示テｰマによる階層別記蟹

番号

　

�

室名

屋外入口

玄関ホｰル

展示ホｰル

����

屋外中庭

��洲

映像展示室

81.4皿2

展示室1

298,1m里

階

層

�

�

�

�

展示テマ

ファサｰドアプロｰチ

インフォｰメｰションサ

イン

外国寄贈標本

地球内部構造

日本列島大型地震分布モデ

ノレ

シンボルディスプレｰ

大型摺曲露頭

映像展示

地質調査所の創設と変遷

地球の歴史

･地球の歴史

地球の発生～発展

目本列島の発生地質

地質年代

･地球の歴史岩石系

地質年代

目本列島の年代

･地球の歴史化石系

生きている化石

展示物

アプロｰチサ

イン

案内パネル

岩石標本壁張り6

地球儀

規模別･深度別

の震源分布模型

(一部点灯)

現地型どりの現

寸大揺曲レプリ

カ

火山の噴火深

海底鉱物資源の

研究等の映画

壁面パネル(年

表)

アポ日衛星写真

(内照式)

岩石標本(世界

最古)

日本列島大型地

質模型

地質年代表(タ

イムトンネル風)

パネル

岩石標本

写真エッチング

基盤着分布パネ

ル(点灯)

生きている化石

のジオラマ

�

レプリカ

展示室2

298.1m男

展示室3

㈹���

展示コｰナｰ

91.6工n2

微化石の世界

デスモスチルス

･地質図とは何か

地質図の出来るまで

･地質年代表

･平野の地質･郷土の地質

研究学園都市周辺の地質

郷土の岩石･鉱物･化石

南闘東地域の地質等

生活と鉱物資源

･鉱物資源

鉱物資源の利用

鉱物資源の分析

生産と需給

鉱床のタイプ

鉱石と鉱物

宝石･飾石

･鉱物資源を海にさぐる

海底地形

海底鉱物資源･堆積物

調査技術･採掘

海洋調査船

生活と地質現象

･火山

世界･日本の火山

富士･箱根火山

火山のできるまで

火山及び火山岩

･地熱･温泉

熱水系大型シミュレｰタ

変質帯

･地震

地震の起る場所と地質構

造

地震のトピック

プレｰトテクトニクス

プレｰトテクトニクス?

日本周辺の造構運動

･結賭のしくみ

･花商岩の解剖

休憩コｰナｰ

35m/mオｰト

スライド

デスモスチルス

のレプリカ

オｰトスライド

レリｰフ模型

図表写真岩

石等標本

1/5万等地質図

地質図

ボｰリングコア

標本地質模型

(電動式)地質

柱状サンプル

イメｰジ写真

パネル

分布図(ランプ

点滅)

グラフ

バ率ル(内照式)

標本

標本

ダイヤモンド等

標本

大型地形模型

パネル写真標

本

パネル写真

パネノレ写真

ノくネノレ(一点共丁

式)

シミュレｰタｰ

オｰトスライド

岩石標本パネ

ル模型

大型シミュレｰ

タｰ

ミニチュア模型

(地熱菱電所)

ポラビジョン

パネノレ標本

パネル

パネル

パネル3面マ

ルチスライド

シミュレｰタｰ

ポラビジョン

パネル大型水

晶標本結晶模

型

大型標本カラ

ｰ写真�
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8�展示室4�1�分類展示�

�228.Om2��･一般分類展示�

���岩石�標本

���鉱石�〃

���鉱物�〃

���化石�〃

���外国標本�〃

配置見学者動線保守･管理･運営への対応等の検討

を行い第1表に示すような展示テｰマによる階層別配

置を設定している.

展示室等別展示計画の概要

玄関ホｰル

玄関ホｰルでは壁面を利用した館内の総合案内一全体

配置図各施設の紹介及ぴ見学順路の案内一と外国から

の寄贈標本の展示とを行う｡この寄贈標本は地質調

査所が従来研究成果の交流等を行ってきた世界各国の

地質調査所等から筑波での標本館建設を記念してと

くに寄贈されたものでこれら標本の展示は当所の調

査研究活動とその成果がいかに国際に富んでいるかの

紹介をも兼ねている･標本の寄贈国名岩石名等は第

2表に示すとおりである(写真2)

雇示ホｰル

玄関ホｰルに引続いて設定されている展示ホｰルは

2階までの吹抜けとしホｰル中央部床面には大型地球

儀(径2.5m)をおいて一部断面で地球の内部構造とそれ

ぞれの構造に対応する地震波速度等の物理量を表示す

る.

また天井には日本列島及びその周辺の地震の震源

分布模型を展示し規模別及び深度別に色分けを行って

一部は点滅式にする.この震源分布模型は1階ホｰ

ル面から見た場合は天井部の装飾の役割を兼ねている

(写真2)

第2表外国寄贈標本リスト(○印は展示標本一部予定分を含む)

到着Nα地域(国名)

寄贈機関

資料名

竃ASIA

�P1stan�･o1og…1Su･v･y･Pakistan�Somerockspecimens

⑮�Bang1ade･h�G･･1･gi･･1Su･v･y･fBang1adesh�Limestone

�SriLanたa�G･o1ogica1Su･v･yDe一�

��牴浥��

�Phi1ipPine�BureauofMines�Garnetsi11i皿anitegraphitegra-nu1iteschist,Cordieritegneisseswithξamet,Apatiterock,Char-noch1te,Gametgranu1ite

④�ISrae1�Geo1og1ca1Su･v･y�

⑳�Tu･たy�MadenTe吐iたveAエama�

��Ensit廿su�

�Cyprus�G･o1ogic･1Su工vey�FIint,RoseGranite,O1i∀ineBasa1t,Ca1cite･Spuriterock,Ru-distidLimestone,Crisoco1aGem1ikdiabaz,S6g肚｡ni良s,G･･nite,Aiyon･･kir

⑨�Korea�Department�

���������瑩��潦�

���捩�捥慮搉��物��捨楳琬�来湧�楳�
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写真2

中庭から玄関ホｰルを見たパ

ｰス

天井面は震源分布立体模型

右側壁面は外国寄贈際本の

壁面展示である

中庭屋外展示

玄関ホｰル→展示ホｰルの順路の正面に屋外空間が設

けられている(中庭).この中庭には標本館全体のシ

ンボル展示として榴曲露頭(9x6.5㎜)がダイナミッ

クに展示されている.櫓曲模型は宮城県牡鹿半島に

みられるジュラ紀牡鹿層群の露頭を現地七型取りし復原

したものである(写真3).

映像展示室

地球科学に関する講演会映画会小集会等のための

空間として設定してあり館内での展示活動とともに普

及活動の拠点としての利用が想定されている.当面は

当所の研究活動の一端を紹介する物理探査及び海洋地質

調査一深海底マンガンノジュｰルｰに関する映画火山

活動に関する映画(いずれも16m/m1本20分程度)等の映

写を行う予定である.この他当室では地質調査所

の創設と変遷をテｰマとするパネル展示を行い当所の

創設以来の歴史調査研究内容とその成果を要約して紹

介する.また映像展示室ではテｰマ別展示室見学

のオリエンテｰションの場にも利用する予定である(写

真4)

展示室1地球の歴史

展示室1では第3表に示す展示テｰマが計画されてい

る(写真5)

テｰマ4-1地球の歴史コｰナｰでは展示室1への

導入部として室の入口付近にアポロの衛星写真によ

る地球の大型写真(内照式)を設置するとともに昔の

人達が想像した地球の姿を配置しまた特殊照明によ

る造形オブジェを組込み幻想的た演出をすることが計画

されている.展示テｰマ(小項目)①及び②について

は35m/mのオｰトスライドで紹介し音声による説明が

写真3

大型摺曲.露頭写真4

現地での型取りをもとに工場で製作した摺曲模型金体をいくつ

かめブ回ックに区分して貼り合わせてある

映像展示室�
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写真5

縫示窒互の完成予想図柱上方が見学

順路入口右側からパイプ構成のタイムト

:ノネル風アｰチ目本より列島大型地質模型

花開岩の大岩塊実物標本デスモスチルス全

身骨格レプリカ等カミ展示される

第3表展示室1

(地球の歴史)の展示テｰマ

テｰマコｰド

展示テｰマ(中項目)

展示テｰマ(小項目)

4-1�地球の歴史�①地球の発生～発展

��②日本列島の発生～発展

��③日本列島の地質

��④地質年表

4-2�地球の歴史(岩石系)�①地質年代をしらべる

��②年代測定法

��③測定法の実際

��④地質年代表

��⑤日本列島の年代

4-3�地質図とは何か�①地質図の出来るまで

��②地質図淡示す地質現象

��③さらに詳しい地質の研究

��④地質図とサンプル

��⑤地質図とは

4-4�地球の歴史(化石系)�①生きている化石

��②古生態環境及び堆積環境

��③微化石の世界

��④デスモスチルス

4-5�郷土の地質･平野の地質�①筑波研究学園都市の地下

��②同上の地質

��③郷土の岩石･鉱物･化石

��④南関東の地質

��⑤平野の地下

��⑥平野の岩石･鉱物･化石

さらに詳しい地質の研究

②古生態環境及び堆積環境

①筑波研究学園都市の地下

の地質

化石

化石

加えられる.この室の中央部には日本列島全域の地

質模型(長さ約10m)が設置される(写真6).また模

型上での情報を補完するため模型の基図である1/100万

地質図(地質調査所昭和54年発行)を展示することにし

ている.この他④の地質年表については地質年

代とそれに対応する動物･植物･岩石等を系統的･立体

的に表現しパイプアｰチ構成によってタイムトンネル

風のイメｰジにたるよう工夫されている(写真6)

4-2地球の歴史(岩石系)のコｰナｰでは天然の放射性

同位体を利用する地質年代測定法について紹介する.

小テｰマ①～④についてはパネル･写真による説明及び

一部測定に使用した岩石標本の展示を行う.⑤につい

ては日本における基盤岩の分布と実物標本とが押ボタン

写真6展示室2手前は日本列島大型地質模型後方は地質年

表のためのパイプ構成のタイムトンネル風アｰチ�
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写真7デスモスチルスの展示コｰナデスモスチノレスσ)全身骨格レ

プリカ

で同時に表示される

4-3地質とは何かのコｰナｰでは南部北上山地をモ

デルに地質調査のプロセスをシミュレｰタを利用して解

説するとともに各種の地質図を展示して地質図にはど

のような情報が盛り込まれているのかその利用の仕方

等を紹介する.

4-4地球の歴史(化石系)のコｰナｰでは化石の研究

を通じての過去の再現生物の進化等の紹介を行いこ

れらの研究カミ地球科学の分野で果す役割を解説する.

生きている化石についてはその概要をナレｰションと

点滅式写真で紹介しオオムガイ(アンモナイト)及びカ

ブトガニ(三葉虫)については生態環境をジオラマ表現

で紹介する.また当所が昭和52年に北海道歌登で発

掘した幻の怪獣デスモスチルスの全身骨格のレプリカを

展示するとともに(写真7)コｰナｰ中央部床面に恐竜

の足跡のレプリカを設置することを計画している.

4-5郷土の地質･平野の地質コｰナｰでは筑波研究

学園都市とその周辺地域の地質を中心とした自然をパネ

ルカラｰ写真航空写真等で示すとともに都市の地

下を構成している成田層の露頭の実物試錐鴛アの標本

等を展示する.さらに都市周辺で産する花筒岩結

晶片岩石灰岩等人間生活と係り合いの深い岩石試料も

展示する｡また南関東平野をモデルとして平野と人

間生活平野の生い立ちの理解を深めるため南関東平

野の地質模型(径約2m縮尺1/12,500)を設置し地下水

(深井戸)利用鉱物資源等の分布の表示を行う咀こ

の他下総台地の地質柱状の実物サンプル茅)貼込造形も

予定されており平野の形成史を理解するため¢)工夫が

こらされている.

展示室2(生活と鉱物資源)

第4表展示窒2(生活と鉱物資源)の展示テｰマ

テｰマコｰド

展示テｰマ(中項目)

展示テｰマ(小項目)

��■

5-1�鉱物資源�①鉱物資源の利用

��②鉱床の分布:枇界金属

��非金属･燃料

��③鉱床の分布:肩本金属

��,非金属･燃料

��④鉱物資源の生産と需給

��⑤鉱床のタイフ､輪廻

��⑥螢光･放鋤傑鉱物

��⑰銅製錬利用系統樹

��⑧錦の生成機構

��⑨鉱石･鉱物

��a銅鉱物

��b非金属･燃料

��⑩宝石･飾石

5-2�鉱物資源を海にさぐる�①大平洋の海底地形(堆積物)

��②日本周辺の海底地形

��③海底鉱物資源堆積物

��④調査技術

��⑤海底鉱物資源の採掘

��⑥海洋調査船

��⑦地質調査所のプロジェクト

展示室2では陸上海域と2中心テｰマとして

鉱物資源の分布種類生産と需給鉱石と鉱物の特徴

等でき方探し方等広範囲にわたる展示･解説が計画

されており展示テｰマは第4表のとおりである(写真

8).本展示室のプロロｰグとしては鉱物資源の利用とい

う観点からみた元素の周期率表を紹介する.鉱床の分

布については点灯表示を鉱床のタイプについては鉱石

等の標本とあわせて点滅表示を考えている.螢光放

射性鉱物の:コｰナｰでは鉱物標本の展示とともにミ

ネラライトまたはガイガｰカウンタｰによる測定を擬似

体験的に行うことも計画されている.また銅製錬利

用系統樹は立体オブジェで設計されており陸域の鉱物

資源については宝石･飾石の展示コｰナがエピロｰグの

役割を果している.海域の鉱物資源に関しては陸域と

は独立したコｰナが設定されている.ここでは陸域と

は全く異なる高い水圧と暗黒の海水層におおわれた海底

の鉱物資源についてその有するポテンジャリテｰそ

れを探る調査技術等についての紹介が行われる.海底

地形については大型の地形模型上に海溝等の名称表示と�
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写真8

展示室2左上方が1階第1展示室から

の入口左半分力茎陸域の鉱物資源宥半分が海

域の鉱物資渕こ関する展示窒である

堆積物の分布カミ表現される.その他海底から採集さ

れたマンガンノジュｰル等の実物標本の展示各種調査

手法のパネルによる展示海洋調査船として活躍してい

る白嶺丸等の写真が展示される.

展示室3(生活と地質現象)ではわれわれの身近に見

られる地質現象をトピックス的に取上げ模型シミュ

レｰタｰ等を中心に展示を行っている.この展示室で

の展示テｰマは第5表に示すとおりである.

6-1火山のコｰナｰでは中央部に富士･箱根火山の

立体シミュレｰタｰを配置し(写真10)地質図と地質断

面を昇降駆動で紹介するとともに周辺壁面には火山温

泉地熱地域をパネル上で点滅式に展示する.また

火山のでき方を35m/mのオｰトスライドで解説し火山

第5表展示室3(生活と鉱物資源)の展示テｰマ

テｰマコｰド

展示テｰマ(中項目)

展示テｰマ(小項目)

■��

6-1�火山�①世界の火山(火山温泉

��地熱地帯の分布)

��②日本の火山(火山温泉

��地熱地帯の分布)

��③富士･箱根火山

��④火山のできるまで

��⑤いろいろな火山及び火山砦

6-2�地熱･温泉�①熱水系大型シミュレｰタｰ

��による地熱･温泉地城の地

��質

��②変質帯

6-3�地震�①地震の起る場所と地質構造

��②地震のトピックス

6-4�プレｰトテクトニクス�①プレｰトテクトニクスと

��は?

��②日本周辺の造構運動

6-5�結晶のしくみ�①水晶とそのなかま

��②産状と物性

��③結晶形態と多形

��④人工合成と用途

6-6�花筒岩の解剖�①花筒岩の内部構造

��②花開岩の構成鉱物

��③花闇岩マグマの貫入様式

写真9展示室2鉱物資源を海にさぐるの展示コｰナｰ�
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写真10

展示室3中央部に富士･箱根火山の大

型立体シミュレｰタｰで側面には砦看標本

の展示も行われている

岩の標本や各地の火山の写真を展示する.

6-2地熱･温泉コｰナｰでは八幡平地域の立体大型

模型(2×1.6m)を中心に地質変質帯の分布熱水の循

環機構の解説を行い同地域の松川及び葛根田地熱発電

所を例にとって模型及びポラビジョンで地熱発電の原理

等の説明を行う.

6-3地震のコｰナｰでは地震発生の原理地震源の分

布歴史的た大地震地震にまつわるトピックスをパネ

ノレ展示によって説明する.

6-4プレｰトテクトニクスのコｰナｰではその原理

写真12展示室4

壁面陳列台

麓示蜜4第1～3展示室はトピックス

.的なものを取り上げ大型立体模型ジオラ

マなどで動的杜展示桝〔さ紋ている淡ここ

では分類学的基準に慕いて静的肱麟示が特長

であり展示動線かき･は他の蜜とは独立に扱

われている�
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